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機
器
分
析
セ
ン
タ
ー



学
内
共
同
教
育
研
究
施
設
で
あ
る
機
器
分
析
セ
ン
タ
ー
は
、
生
体
成
分
を
含
む
有
機
化
合
物
の
構
造
を
解
析
す
る
た
め
の
高
性
能
大

型
分
析
機
器
を
集
中
管
理
し
て
、
本
学
の
関
連
分
野
の
研
究
者
、
大
学
院
生
、
学
生
が
最
大
限
効
率
的
に
利
用
で
き
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
一
九
七
九
（
昭
和
五
四
）
年
四
月
に
設
置
さ
れ
た
。
従
前
よ
り
専
門
の
オ
ペ
レ
ー
タ
を
お
い
て
運
営
さ
れ
て
い
た
薬
学
部
中
央

施
設
の
元
素
分
析
室
、
核
磁
気
共
鳴
分
析
室
、
質
量
分
析
室
お
よ
び
ア
ミ
ノ
酸
分
析
室
が
機
器
分
析
セ
ン
タ
ー
に
移
籍
し
、
そ
れ
ら
の

業
務
を
引
き
継
ぐ
か
た
ち
で
セ
ン
タ
ー
の
業
務
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
発
足
当
初
よ
り
全
学
か
ら
の
委
託
分
析
に
応
じ
、
以
来
、
全
学
の

研
究
者
の
依
頼
に
応
じ
て
迅
速
に
信
頼
性
の
高
い
機
器
分
析
デ
ー
タ
を
提
供
す
る
こ
と
が
当
セ
ン
タ
ー
の
主
た
る
業
務
に
な
っ
て
い
る
。

設
置
の
二
年
後
、
薬
学
部
南
東
に
隣
接
し
て
三
階
建
て
の
機
器
分
析
セ
ン
タ
ー
の
建
物
が
竣
工
し
、
引
き
継
い
だ
分
析
機
器
と
共
に
移

転
し
て
一
つ
の
組
織
と
し
て
本
格
的
な
業
務
が
始
ま
っ
た
。
そ
の
後
、
プ
ロ
テ
イ
ン
シ
ー
ク
エ
ン
サ
ー
が
導
入
さ
れ
、
ペ
プ
チ
ド
・
蛋

白
質
の
ア
ミ
ノ
酸
配
列
決
定
の
委
託
分
析
が
業
務
に
加
え
ら
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

現
在
、
設
立
よ
り
二
十
余
年
が
経
過
し
た
が
、
依
頼
検
体
数
は
分
析
種
目
で
多
少
の
増
減
は
あ
る
も
の
の
増
加
傾
向
を
示
し
、
発
足

当
初
の
年
間
七
〇
〇
〇
件
か
ら
現
在
は
一
万
五
〇
〇
〇
件
を
超
え
る
に
至
っ
て
い
る
。
こ
の
間
の
分
析
機
器
の
進
歩
は
驚
く
べ
き
も
の

が
あ
り
、
本
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
も
、
薬
学
部
を
は
じ
め
と
す
る
全
学
の
支
援
に
よ
り
適
宜
分
析
機
器
の
更
新
や
新
規
導
入
が
行
わ
れ
、

各
分
析
項
目
が
最
先
端
研
究
分
野
に
対
応
し
た
も
の
に
拡
大
さ
れ
て
き
た
。
分
析
機
器
は
、
そ
の
進
歩
と
共
に
著
し
く
高
性
能
化
・
大

型
化
す
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の
場
合
、
専
門
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
を
配
置
す
る
こ
と
で
機
器
の
持
つ
最
高
機
能
を
維
持
・
発
揮
さ
せ
、
効

率
的
な
運
用
を
行
う
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
今
後
、
本
機
器
分
析
セ
ン
タ
ー
の
使
命
が
ま
す
ま
す
重
く
な
る
所
以
で
あ
る
。

（
執
筆

横
沢
英
良
）
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